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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　近端および対向する遠端を有する薬剤送達装置であって、
　可動プランジャ（１１）、首部分（１８）、および送達部材ユニット（２２）を備える
薬剤容器（１２）と、
　近位開放端（１３）および対向する遠位開放端（１５）を有する、長手方向軸（Ａ）に
沿って長手方向に延在する筐体（１０）と、
　筐体の遠端に配置され、可動プランジャに力を加えるように構成される駆動ユニット（
１４）と、
　容器ユニットを形成する前記薬剤容器の首部分に装着できるように、長手方向に延在す
るスリット／間隙（３４；１３４）を備えるＣ字状の管状体（１６；１６０）とを備え、
　前記Ｃ字状の管状体は、薬剤容器が前記Ｃ字状の管状体に装着された後は前記薬剤容器
の首部分および前記送達部材ユニットとの相互作用によって前記Ｃ字状の管状体に対して
前記薬剤容器が動かないように構成される内側支持手段と、容器ユニットが遠位開放端を
通して前記筐体内に配置された後は前記Ｃ字状の管状体が筐体に対して動かないようにさ
れるように、筐体の対応の支持手段と相互作用するように構成される外側支持手段とをさ
らに備えることを特徴とする、薬剤送達装置。
【請求項２】
　前記送達部材ユニット（２２）は、装着部（２４）と、装着部に取外し可能に接続され
る閉止キャップ／シールド（２６）とを備える、請求項１に記載の薬剤送達装置。
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【請求項３】
　前記内側支持手段は、装着部の外面上の少なくとも１つの長手方向に延在する窪み（２
８）と相互作用するように構成される、Ｃ字状の管状体の内周面上の少なくとも１つの長
手方向に延在する径方向内向きの桟（４４）を備え、これにより前記薬剤容器はＣ字状の
管状体に対して回転しないようにされる、請求項２に記載の薬剤送達装置。
【請求項４】
　前記内側支持手段は、前記薬剤容器（１２）の首部分および装着部（２４）の遠位環状
表面（２３）と相互作用するように構成される、Ｃ字状の管状体の内周面上の連続した環
状の径方向内向きの桟（３６）または別々の環状の径方向内向きの桟をさらに備え、これ
により前記薬剤容器はＣ字状の管状体に対して長手方向に動かないようにされる、請求項
３に記載の薬剤送達装置。
【請求項５】
　前記外側支持手段は、装置の遠端に向いた、筐体の内周面上に配置される対応の連続し
た環状表面または別々の環状表面（５２）と相互作用するように構成される、装置の近端
に向いた、Ｃ字状の管状体の外周面上の連続した環状表面（４８）または別々の環状表面
を備え、これにより容器ユニットが筐体の遠位開放端を通って前記筐体内に配置された後
は前記Ｃ字状の管状体は筐体の近位開放端を通らないようにされる、請求項１から４のい
ずれか１項に記載の薬剤送達装置。
【請求項６】
　前記外側支持手段は、長手方向に延在するスリット／間隙（３４）を形成する第１およ
び第２の対向する横方向端縁（３０，３１）をさらに備え、前記横方向端縁は、筐体の内
周面上に配置される、長手方向に延在する径方向内向きの桟またはリブ（５４）と相互作
用するように構成され、これにより容器ユニットは筐体に対して回転しないようにされる
、請求項５に記載の薬剤送達装置。
【請求項７】
　前記外側支持手段は、前記筐体（１００）の内面上の多数の着座部（１６２）と相互作
用するように構成される、前記Ｃ字状の管状体（１６０）の外面上の多数の外向きに延在
する突起（１４８）を備える、請求項１から４のいずれか１項に記載の薬剤送達装置。
【請求項８】
　前記Ｃ字状の管状体（１６０）は、突起（１４８）と着座部（１６２）との間の相互作
用を容易にするための屈曲部材（１３４，１４２）を有して配置される、請求項７に記載
の薬剤送達装置。
【請求項９】
　前記突起（１４８）は、突起（１４８）と着座部（１６２）との間の相互作用を容易に
するように傾斜面（１５０）を有して配置される、請求項８に記載の薬剤送達装置。
【請求項１０】
　前記Ｃ字状の管状体（１６０）は、ある距離だけ遠位方向に延在して薬剤容器（１２）
の少なくとも一部を取囲み、前記突起（１４８）は前記Ｃ字状の管状体（１６０）の遠端
に配置される、請求項７から９のいずれかに記載の薬剤送達装置。
【請求項１１】
　前記送達部材ユニット（２２）はＴＥＬＣユニットである、請求項２から１０のいずれ
か１項に記載の薬剤送達装置。
【請求項１２】
　装置は、注射装置である、請求項１から１１のいずれか１項に記載の薬剤送達装置。
【請求項１３】
　装置は、自己注射装置である、請求項１から１２のいずれか１項に記載の薬剤送達装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、薬剤送達装置内に薬剤容器を保持することができるＣ字状の管状体と組合せ
て用いるための薬剤送達装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　発明の背景
　予め充填された薬剤容器は、広範な薬剤送達装置において、および特に薬剤の自己投与
のために用いられている。用いられる薬剤容器の多くは、送達前には薬剤送達装置の中に
置かれている予め充填された容器である。薬剤送達装置を薬剤送達の準備が整った状態に
するために、注射針などの薬剤送達部材が容器の近端に装着される。
【０００３】
　薬剤容器先端とたとえば注射針などの送達部材との間の接続を標準化するため、ルアー
テーパシステムが開発された。これは、２つの変形、すなわちルアースリップおよびルア
ーロックシステム、を備える。ルアーテーパシステムは、送達部材の扱いおよび薬剤容器
へのその装着も容易にするその相対的な簡単さにより、広く受入れられかつ用いられてき
た。
【０００４】
　しかしながら、大部分の薬剤送達システムに付随する欠点は、知らないうちにそれらが
開閉される可能性があることであり、これは、悪戯および製品の模造にすら好都合な短所
である。したがって、このように、使用が容易であるが、悪戯を防止する、薬剤容器に対
する送達部材の接続を依然として提供する装置に対する需要がある。
【０００５】
　以上言及した需要に鑑みて、悪戯の痕跡がすぐにわかるルアーロック閉止ユニットまた
はＴＥＬＣユニットが開発された。これは、ルアーロックまたはルアーテーパ取付具を有
する装着部を備える。閉止キャップがねじ山式で装着部に接続され、こうして閉止キャッ
プは、外す際には持上げて外すのではなく捩じって外される。
【０００６】
　制御された捩じりの動きは、医薬がうっかりこぼれてしまうのを大幅に回避するという
利点を有する。これは、そうでない場合は、引張って外される他の種類の送達部材シール
ドには、開封行為が急な動きを伴なうものであるために、しばしば起こることである。
【０００７】
　開封の痕跡がすぐにわかる機能は、捩じりの動きによって解放されてすぐに少しだけ下
に落ちる閉止キャップ上の突出部を備える。シリンジを再び完全に閉止することは実際に
は不可能であり、これにより、閉止キャップが外されたことが明らかになる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ＴＥＬＣユニットが多数の利点を有するとしても、薬剤送達装置に関連して、および特
にたとえば自己注射などのある程度の機能性を有する装置においては、対処の必要がある
いくつかの課題がある。ＴＥＬＣユニットはやや大きい特に幅の広いキャップを有するの
で、直径が薬剤容器の直径よりもしばしば大きい場合、特に薬剤容器と一体に作られるこ
とが多い周方向外向きのフランジを有する薬剤容器が配置されると、容器保持器または筐
体の中にこれを嵌合するのが難しいことがある。そうすると、薬剤容器を保持器または筐
体の遠端から挿入するのでなければ、薬剤容器を管状の保持器または筐体の中に位置決め
することは不可能である。たとえ可能であっても、薬剤容器の近位領域の外面と保持器ま
たは筐体との間には環状の間隙があるので、薬剤容器の近端での支持が十分でないことが
ある。
【０００９】
　この問題を解決する１つの解決策は、薬剤送達装置内の動作位置にＴＥＬＣユニットを
有する薬剤容器を有するために、薬剤容器が保持器または筐体の中に置かれた後に薬剤容
器の近端にＴＥＬＣユニットを装着することである。これは最適ではない。というのも、
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これは、薬剤送達装置の保持器または筐体の中にＴＥＬＣユニットを有する薬剤容器を組
立てるという非常に費用のかかるプロセスが求められるであろうからである。これは、容
器を薬剤で充填した後に薬剤容器を保持器または筐体の中に直接に置くこと、ＴＥＬＣユ
ニットを容器に装着すること、および次にＴＥＬＣユニットを有する組立て済み容器を滅
菌することを求めるであろう。さらに、ＴＥＬＣユニットを有する容器を再利用可能な薬
剤送達装置で用いることになれば、ＴＥＬＣユニットを有する容器を患者またはユーザに
提供しなければならない。そうすると、ＴＥＬＣユニットを有する容器を、滅菌されるユ
ニットとして患者またはユーザに届ける必要がある。容器およびＴＥＬＣユニットを、ユ
ーザが組立てるべき２つの部分に分けて届けることはできない。
【００１０】
　発明の簡単な説明
　本発明の目的は、以上言及したような欠点を修正することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　発明の１つの局面に従う解決策は、近端および対向する遠端を有する薬剤送達装置に関
する。当該装置は、可動プランジャ、首部分、および送達部材ユニットを備える薬剤容器
と、近位開放端および対向する遠位開放端を有する、長手方向軸Ａに沿って長手方向に延
在する筐体（以下筐体と称される）と、筐体の遠端に配置され、可動プランジャに力を加
えるように構成される駆動ユニットと、容器ユニットを形成する当該薬剤容器の首部分に
装着できるように長手方向に延在するスリット／間隙を備えるＣ字状の管状体とを備え、
当該Ｃ字状の管状体はさらに、薬剤容器が当該Ｃ字状の管状体に装着された後は当該薬剤
容器がＣ字状の管状体に対して動かないようにされるように、当該薬剤容器の首部分およ
び送達部材ユニットと相互作用するように構成される内側支持手段と、容器ユニットが遠
位開放端を通して当該筐体内に配置された後は当該Ｃ字状の管状体が筐体に対して動かな
いようにされるように、筐体の対応の支持手段と相互作用するように構成される外側支持
手段とを備える。
【００１２】
　送達部材ユニットは、装着部と、装着部に取外し可能に接続される閉止キャップ／シー
ルドとを備える。装着部は薬剤容器に固定して接続される。送達部材ユニットは、送達部
材、好ましくはシールドで囲まれる注射針などをさらに備えてもよい。送達部材ユニット
は、以下のように記載される実施形態ではＴＥＬＣユニットである。
【００１３】
　内側支持手段は、装着部の外面上の少なくとも１つの長手方向に延在する窪みと相互作
用するように構成される、Ｃ字状の管状体の内周面上の少なくとも１つの長手方向に延在
する径方向内向きの桟を備え、これにより当該薬剤容器はＣ字状の管状体に対して回転し
ないようにされる。
【００１４】
　内側支持手段は、当該薬剤容器の首部分および装着部の遠位環状表面と相互作用するよ
うに構成される、Ｃ字状の管状体の内周面上の連続した環状の径方向内向きの桟または別
々の環状の径方向内向きの桟をさらに備え、これにより当該薬剤容器はＣ字状の管状体に
対して長手方向に動かないようにされる。薬剤容器をその首部分の周りで支持することは
、良好な力分散接触面を提供する。
【００１５】
　外側支持手段は、装置の遠端に向いた、筐体の内周面上に配置される対応の連続した環
状表面または別々の環状表面と相互作用するように構成される、装置の近端に向いた、Ｃ
字状の管状体の外周面上の連続した環状表面または別々の環状表面を備える。これにより
、容器ユニットが筐体の遠位開放端を通して当該筐体内に配置された後は、当該Ｃ字状の
管状体は筐体の近位開放端を通らないようにされる。
【００１６】
　外側支持手段は、長手方向に延在するスリット／間隙を形成する第１および第２の対向
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する横方向端縁をさらに備え、当該横方向端縁は、筐体の内周面上に配置される、長手方
向に延在する径方向内向きの桟またはリブと相互作用するように構成され、これにより容
器ユニットは筐体に対して回転しないようにされる。
【００１７】
　先行する特徴のうち任意の１つに従う薬剤送達装置は、注射装置、好ましくは自己注射
装置である。
【００１８】
　Ｃ字状の管状体は、薬剤容器をその首部分の周りでしっかりと支持しかつ保持するのを
可能にし、これにより外側支持手段と組合せて、薬剤容器が筐体に対して動かないように
され、これにより薬剤送達の際に薬剤容器に対して加えられるいずれの力も首部分によっ
て吸収される。そのような力は、薬剤容器内部のプランジャロッドおよびストッパを近位
方向に移動させるのにしばしば強力な圧縮ばねを用いる自動注射機能を用いる場合には、
かなり大きなものであり得る。
【００１９】
　多くの事例で、薬剤送達装置の筐体は、一般的に細長い管状形状と、特に薬剤容器を収
容するように配置される薬剤送達装置の部分とを有する。というのも、後者はしばしば管
状の細長い形状を有することがあるからである。したがって、当該Ｃ字状の管状体は、長
手方向に延在するスリット／間隙を設けたほぼ管状の形状も有してもよい。スリットまた
は間隙は、薬剤容器上にＣ字状の管状体を搭載するのを容易にし得る。というのも、特に
、保持器装置も、ある柔軟性または弾性を有し得るからである。この柔軟性または弾性に
より、保持器装置が屈曲できるようになり得、これにより、薬剤容器が通り得るようにス
リットが大きくなり得る。この点において、保持器装置の材料を、この柔軟性および弾性
変形を可能にするように選び得る。
【００２０】
　Ｃ字状の管状体は好ましくは薬剤容器の首部分と協働するように設計されるので、当該
内側支持手段は、連続した環状の径方向内向きの桟または別々の／複数の環状の径方向内
向きの桟を備える。これらの桟は、薬剤容器のためのしっかりとした支持および着座を与
えるように、首部分の表面と接するように設計されてもよい。当然ながら、桟は、薬剤容
器の首部分のための支持表面を設ける多数のやり方で設計されてもよい。それらは、突起
、不連続面、または１つもしくはいくつかの環状表面も含んでもよい。表面は、薬剤容器
の首部分の形状とは相補の形状を有してもよい。
【００２１】
　本発明の１つの好ましい使用に従うと、薬剤容器の送達部材ユニットは、薬剤容器に固
定して接続される／装着されるＴＥＬＣユニットである。この局面でＣ字状の管状体と薬
剤容器との間のしっかりとした接続を設けるために、保持器装置の近位管状部分はＴＥＬ
Ｃユニットの装着部を収納する構成を有してもよい。
【００２２】
　ＴＥＬＣユニットの使用と関連して、内側および外側支持手段は、ＴＥＬＣユニットの
閉止キャップ／シールドの取外しを容易にする。というのも、装着部はＣ字状の管状体に
固定して保持され、Ｃ字状の管状体は筐体に固定して保持され、これにより装着部に対す
るユーザからの把持を置換える。したがって、閉止キャップは、片方の手でこれを捩じり
、他方の手で薬剤送達装置の筐体を保持することによって取外され得る。
【００２３】
　ＴＥＬＣユニットの装着部はしばしばその外面上に把持部材を有して配置されるので、
当該既存の把持部材を、Ｃ字状の管状体の内側支持手段と相互作用するように用いてもよ
い。実際に、装着部の把持作用をなし得る多数の他の形状および設計を用いてもよい。
【００２４】
　特にＴＥＬＣユニットを利用する場合、捩じり行為を要件とする、薬剤送達装置の筐体
に対するＣ字状の管状体の回転を防止することがさらに有利であり得る。したがって、長
手方向のスリットを形成する当該第１および第２の対向する横方向端縁は、筐体の内周面
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上に配置される、長手方向に延在する径方向内向きの桟またはリブと協働するように構成
されてもよい。これにより、容器ユニットが筐体に対して回転しないようにされる。この
局面では、スリットまたは間隙は２つの機能を有する。
【００２５】
　本発明のこれらおよび他の局面ならびに本発明による利点は、発明の以下の詳細な説明
からおよび添付の図面から明らかになるであろう。
【００２６】
　発明の以下の詳細な説明では、添付の図面を参照する。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】Ｃ字状の管状体の第１の実施形態を備える薬剤送達装置の分解図である。
【図２】ＴＥＬＣユニットおよび図１のＣ字状の管状体を備える薬剤容器の詳細図である
。
【図３】第１の実施形態に従うＣ字状の管状体の斜視図である。
【図４】図３のＣ字状の管状体の斜視図である。
【図５】図３のＣ字状の管状体を備える薬剤送達装置の近位部の断面図である。
【図６】薬剤送達装置の筐体セクションの近位部の詳細斜視図である。
【図７】Ｃ字状の管状体の第２の実施形態を備える薬剤送達装置の分解図である。
【図８】ＴＥＬＣユニットおよび図７のＣ字状の管状体を備える薬剤容器の詳細図である
。
【図９】第２の実施形態に従うＣ字状の管状体の斜視図である。
【図１０】第２の実施形態に従う突起の配置を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　発明の詳細な説明
　本願では、「遠位部／端」という用語を用いる場合、これは、装置の使用の際に患者の
薬剤送達部位から最も遠く離れて位置する装置の部分／端またはその部材の部分／端を指
す。対応して、「近位部／端」という用語を用いる場合、これは、装置の使用の際に患者
の薬剤送達部位の最も近くに位置する装置の部分／端またはその部材の部分／端を指す。
【００２９】
　本発明に従う薬剤送達装置は、薬剤送達装置内で薬剤容器１２を保持することができる
Ｃ字状の管状体１６とともに利用されることが意図される。好ましくは、薬剤送達装置は
、注射装置、およびより好ましくは自己注射装置である（図１）。薬剤送達装置は、
　－可動プランジャ１１、首部分１８、および送達部材ユニット２２を備える薬剤容器１
２と、
　－近位開放端１３および対向する遠位開放端１５を有する、長手方向軸Ａに沿って長手
方向に延在する筐体１０と、
　－筐体の遠端に配置され、ある用量の薬剤を送達するために可動プランジャに力を加え
るように構成される駆動ユニット１４と、を備える。
【００３０】
　薬剤送達装置は、ある用量の薬剤の送達のために可動プランジャに力を加え始める前に
薬剤送達部位への注射針の穿通を行なうための手段、および／または薬剤が送達された後
に注射部位からの針の後退を行なうための手段などの自動機能手段をさらに備えてもよい
。これらの特徴は、たとえば薬剤送達装置上の押しボタンによって活性化されてもよい。
しかしながら、これらの特徴は本発明のいずれの部分も形成するものではない。
【００３１】
　薬剤容器１２は好ましくは、薬剤および可動プランジャ／弾力性ストッパを内蔵する細
長い管状容器として設計される。薬剤容器は、首部分１８、より好ましくは近位に向けら
れた首部分、および送達部材ユニット２２をさらに有する。送達部材ユニットは、薬剤容
器と一体化される好ましくは注射針である送達部材、または好ましくは注射針である送達



(7) JP 6014749 B2 2016.10.25

10

20

30

40

50

部材が装着され得る装着部分のいずれかであり得る。好ましい装着設計は、ルアーロック
設計またはルアースリップ設計を含み得る、いわゆるルアーテーパシステムである。これ
らの設計自体は当業者に公知であり、より詳細には記載しない。本発明とともに用いられ
得るさらに好ましい注射針安全システムは、不正開封の痕跡がすぐにわかるルアーロック
閉止ユニットまたはＴＥＬＣユニットである。
【００３２】
　開示される実施形態では、ＴＥＬＣユニットである送達部材ユニット２２は装着部２４
および閉止キャップ／シールド２６を備える（図２）。装着部２４は、好ましくはルアー
ロックねじ山によって、薬剤容器の近端に固定して装着される／接続される／係合される
。閉止キャップ／シールド２６は、装着部に取外し可能に接続され、好ましくは装着部２
４にねじ山で係合され、これにより、装着部からの取外しの際、閉止キャップ／シールド
２６を捩じる。閉止キャップ／シールド２６の取外しを容易にするために、装着部２４と
閉止キャップ／シールド２６との両方にそれぞれ長手方向に延在する窪み２８およびリブ
３２が設けられ、これは、ユーザに改良された把持を与える。
【００３３】
　Ｃ字状の管状体１６には、ある幅の長手方向に延在するスリット／間隙３４が設けられ
る（図３）。長手方向に延在するスリット／間隙３４により、Ｃ字状の管状体１６は、容
器ユニットを形成する当該薬剤容器１２の近位に向けられた首部分１８に装着され得る。
Ｃ字状の管状体１６は当該ＴＥＬＣユニットと相互作用するように構成され、これにより
、当該Ｃ字状の管状体１６が容器ユニットを形成する当該薬剤容器１２の近位に向いた首
部分１８に装着された後は、当該薬剤容器はＣ字状の管状体１６に対して動かないように
される。さらに、Ｃ字状の管状体１６は当該筐体１０と相互作用するようにも構成され、
これにより、当該容器ユニットが当該筐体内に配置された後は、Ｃ字状の管状体１６は当
該筐体に対して動かないようにされる。
【００３４】
　このように、Ｃ字状の管状体１６は、薬剤容器が当該Ｃ字状の管状体に装着されるまた
はその逆で容器ユニットを形成した後は、当該薬剤容器がＣ字状の管状体に対して動かな
いようにされるように、当該薬剤容器１２の首部分１８および当該薬剤容器１２の送達部
材ユニット２２、ＴＥＬＣユニットと相互作用するように構成される内側支持手段と、容
器ユニットが遠位開放端を通して当該筐体内に配置された後は、当該Ｃ字状の管状体が筐
体に対して動かないようにされるように、筐体１０の対応の支持手段と相互作用するよう
に構成される外側支持手段とを備える。
【００３５】
　内側支持手段（図３）は、Ｃ字状の管状体の内周面上の少なくとも１つの長手方向に延
在する径方向内向きの桟４４を備える。当該長手方向に延在する径方向内向きの桟４４は
、装着部の外面上の少なくとも１つの長手方向に延在する窪み２８と相互作用するように
構成され、これにより、当該薬剤容器はＣ字状の管状体に対して回転しないようにされる
。内側支持手段はさらに、当該薬剤容器１２の首部分および装着部２４の遠位環状表面２
３と相互作用するように構成される、Ｃ字状の管状体の内周面上の連続した環状の径方向
内向きの桟３６または別々の環状の径方向内向きの桟をさらに備え、これにより、当該薬
剤容器はＣ字状の管状体に対して長手方向に動かないようにされる。図４に示されるよう
に、連続した環状の径方向内向きの桟３６の遠位に向けられた部分または別々の環状の径
方向内向きの桟の各々の遠位に向けられた部分は好ましくは、薬剤容器１２の首部分１８
の傾斜にほぼ対応する傾斜を有する面取り面３８を有して配置される。第１の支持手段３
６の遠位側の管状体１６の内周面に、径方向の薬剤容器の移動を防止するための支持部材
４２をさらに設けてもよい（図４）。好ましくは、当該支持部材４２は、薬剤容器を支持
する、長手方向に延在する径方向内向きの桟／リブである。
【００３６】
　図２および図６に示される実施形態では、送達部材ユニット２２は好ましくはＴＥＬＣ
ユニットであり、管状体１６の内周面は、連続した環状の径方向内向きの桟３６または別
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々の環状の径方向内向きの桟によって、２つの部分、すなわち近位内面および遠位内面、
に分けられる。近位内面はＴＥＬＣユニットの装着部２４を収納するように構成され、遠
位内面は容器の一部を収納するように構成される。好ましくは、近位内面の内径は、装着
部２４が近位内面の中に収納されるように、ＴＥＬＣユニットの装着部２４の外径にほぼ
対応するように設定される。より好ましくは、当該少なくとも１つの長手方向に延在する
径方向内向きの桟４４は、当該装着部２４を回転方向に保持し、これにより当該薬剤容器
が管状体１６に対して回転しないようにするように、近位内面上に配置される。
【００３７】
　外側支持手段（図６）は、装置の遠端に向いた、筐体の内周面上に配置される対応の連
続した環状表面または別々の環状表面５２と相互作用するように構成される、装置の近端
に向いた、Ｃ字状の管状体の外周面上の連続した環状表面４８または別々の環状表面を備
える。これにより、容器ユニットが筐体の遠位開放端を通して当該筐体内に配置された後
は、当該Ｃ字状の管状体は筐体の近位開放端を通らないようにされる。外側支持手段（図
３）は、長手方向に延在するスリット／間隙３４を形成する第１および第２の対向する横
方向端縁３０、３１をさらに備え、当該横方向端縁は、筐体の内周面上に配置される、長
手方向に延在する径方向内向きの桟またはリブ５４と相互作用するように構成される（図
６）。これにより容器ユニットは筐体に対して回転しないようにされる。
【００３８】
　図５に示されるような第１の実施形態では、管状体１６は、薬剤容器１２とともに当該
筐体内に配置されると、筐体の内周面上の連続した環状表面５２が管状体１６の外周面上
の対応の連続した環状表面４８に当接し、これにより管状体１６が筐体に対して近端に向
けて長手方向に動かない／変位しないようにされる。第１の実施形態の変形（図示せず）
では、管状体１６が薬剤容器１２とともに当該筐体内に配置されると、筐体の内周面上の
別々の環状表面が管状体１６の外周面上の対応の別々の環状表面に係合され、これにより
管状体１６は筐体に対して近端に向けて長手方向に動かないように／変位しないようにさ
れ、筐体に対して回転しないようにもされる。
【００３９】
　本発明の第１の実施形態を用いることになる場合、管状体１６のスリット／間隙３４が
薬剤容器１２の本体に対して押される。これは、薬剤容器１２の本体が管状体１６に嵌ま
るように、管状体１６を屈曲させる。次に管状体１６は、連続した環状の径方向内向きの
桟または別々の環状の径方向内向きの桟３６が薬剤容器１２の首部分１８に到達し、これ
により面取り面３８が薬剤容器の首部分１８と接するようになるまで近位方向に動かされ
る／押される。さらに、管状体１６の近位内面４６はＴＥＬＣユニット２２の装着部２４
の外周面を取囲み、これにより、長手方向に延在する径方向内向きの桟４４が、ＴＥＬＣ
ユニット２２の装着部２４上の対応の長手方向に延在する径方向外向きの窪み２８と当接
する／係合することにより、装着部２４は、薬剤容器１２とともに、管状体１６に対して
回転しないようにされる。
【００４０】
　ＴＥＬＣユニット２２を有する薬剤容器１２が管状体１６にここで装着されるかまたは
その逆にして、容器ユニットを形成する。当該容器ユニットはここで、遠位方向から薬剤
送達装置の筐体１０の中へ／筐体１０内に挿入可能である。挿入の際、容器ユニットは、
管状体１６のスリット／間隙３４が、筐体の内周面上の長手方向に延在する径方向内向き
の桟またはリブ５４と係合可能であるまたはこれと係合するように導かれ、これにより容
器ユニットは筐体に対して回転しないようにされる。さらに、管状体１６の外周面上の連
続した環状表面４８が筐体１０の内周面上の対応の連続した環状表面５２と当接し、これ
により容器ユニットは筐体に対して近端に向けて長手方向に動かないようにされる。この
位置で、閉止キャップ／シールド２６が筐体１０の遠位に向いた開口を通って突出し、こ
れにより、ユーザは取外しのために閉止キャップ／シールド２６を把持し得る。
【００４１】
　次に、パワーパック、遠位筐体部、または活性化特徴に関連して何が薬剤送達装置に設
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てもよい。
【００４２】
　図７から図１０は発明の第２の実施形態を表示する。これは、薬剤容器のための保持器
を備え、この場合、保持器はほぼＣ字状の管状体１６０を有する。多くのやり方では、第
２の実施形態のＣ字状体１６０は第１の実施形態のＣ字状体１６と同じ特徴を表示する。
しかしながら、第２の実施形態のＣ字状の管状体１６０は、長手方向により長く、薬剤容
器の少なくとも部分を遠位方向に取囲む。Ｃ字状の管状体は長手方向に延在するスリット
／間隙１３４を有して配置され、上述のものと同じ態様でＣ字状の管状体を薬剤容器１２
に装着するための手段を設ける。しかしながら、第２の実施形態のＣ字状の管状体はより
長いので、薬剤容器の長手方向のより大きな部分がＣ字状の管状体で覆われる。Ｃ字状の
管状体は長手方向に延在する切欠きまたはスリット１４２を有してさらに配置され、この
場合、スリット／間隙１３４およびスリット１４２は屈曲部材を形成し、その機能を以下
に説明する。
【００４３】
　Ｃ字状の管状体１６０は、当該薬剤容器１２の首部分１８、および当該薬剤容器１２の
送達部材ユニット２２、ＴＥＬＣユニットと相互作用するように構成される内側支持手段
を備え、これにより、薬剤容器が当該Ｃ字状の管状体に装着されるかまたはその逆で容器
ユニットを形成した後は、当該薬剤容器がＣ字状の管状体に対して動かないようにされる
。Ｃ字状の管状体１６０はさらに、筐体１００の対応の支持手段と相互作用するように構
成される外側支持手段を備え、これにより、容器ユニットが遠位開放端を通して当該筐体
内に配置された後は、当該Ｃ字状の管状体は筐体に対して動かないようにされる。
【００４４】
　内側支持手段（図８および図９）は、Ｃ字状の管状体１６０の内周面上の少なくとも１
つの長手方向に延在する径方向内向きの桟１４４を備える。当該長手方向に延在する径方
向内向きの桟１４４は、装着部２４の外面上の少なくとも１つの長手方向に延在する窪み
２８と相互作用するように構成され（図８）、これにより、当該薬剤容器はＣ字状の管状
体に対して回転しないようにされる。内側支持手段は、当該薬剤容器１２の首部分１８お
よび装着部２４の遠位環状表面２３と相互作用するように構成される、Ｃ字状の管状体１
６０の内周面上の別々の環状の径方向内向きの桟１３６または連続した環状の径方向内向
きの桟をさらに備え、これにより、当該薬剤容器１２はＣ字状の管状体に対して長手方向
に動かないようにされる。図９に示されるように、別々の環状の径方向内向きの桟１３６
の各々の遠位に向けられた部分は好ましくは、薬剤容器１２の首部分１８の傾斜にほぼ対
応する傾斜を有する面取り面１３８を有して配置される。面取り面１３８は、近位軸方向
および径方向への薬剤容器１２の動きを防止するように配置される。
【００４５】
　外側支持手段（図７）は、多数の外向きの突起１４８を備える。図７に示される実施形
態では、突起はＣ字状の管状体１６０の遠端に配置される。しかしながら、突起はＣ字状
の管状体１６０の外面上の他の場所上に位置決めされてもよいことを理解すべきである。
突起は、筐体１００中の凹部または切欠きの形態の着座部１６２に嵌合するように配置さ
れ（図１０）、Ｃ字状の管状体１６０と筐体１００との間に係止を設け、長手方向と回転
方向との両方へのＣ字状の管状体１６０の動きを有効に防止する。突起１４８は、Ｃ字状
の管状体のスリット／間隙１３４および切欠き１４２とともに筐体１００への挿入および
装着を容易にする、近位に向けられた傾斜面１５０を有して配置される。
【００４６】
　上述され図面に示される実施形態は発明の非限定的例としてのみ見なされるべきであり
、これは、特許請求項の範囲内で多数のやり方で変形されてもよいことを理解すべきであ
る。
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